










(要約)HTLV-1 は家族内感染が特徴的であり、その中でも母児間及び夫から妻への感染の経

路が考えられている。母児間感染のうち、経母乳感染が主な経路と考えられ、各施設で妊

婦の ATLA 抗体のスクリーニングがおこなわれている。夫婦間感染については、プライバシ

ーの問題もあり積極的な調査は困難である。今回我々は、日本母性保護医協会宮崎県支部

のATLウイルス母子感染防止対策事業でおこなわれた調査成績と当科におけるATLA抗体陽

性妊婦家系調査を集計した。成績は昭和 62 年 10 月から昭和 62年 12 月までの 3ヵ月間に

妊婦 2571 例にスクリーニング検査をおこない陽性は 102 例(3.96％)・昭和 63年 1 月から

6月までのスクリーニング検査ではPA法のみ使用したが2733例の妊婦の中で陽性者は141

例(5.16%)であった。また、宮崎医科大産科婦人科で ATLA 抗体陽性妊婦の 8家系を調査し

たが、夫の抗体保有率が高く夫婦間感染が無視できないことが示唆された。 


